






































































































































































































































四七六頁）で、 「陶潜は一県令、 独り飲んで仍お独り醒む」と詠じている。その注も参照。食不足は、 韓
「仕に従う」













































































































































































































































































































































































称された。作品番号一七九五「劉景文が寄せらる 次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（十三） 』 ）を参照。○城南隅
 
南側



































































































































































































































































































































































































一〇）に記述がある。この 十一月 日 蘇軾は張
公の神に雨を乞うたところ、少し降雪があったのがここでい






































































に赴かざること 責めらる。復た前韻に次す 三 五 を参照。雲罍は雲と雷の模様をえがいた がめ。唐太宗 「帝京

























































えたが、孫策に武勇を認められて呉に仕え、重く用いられた（ 『三国志』呉書・太史慈伝） 。劉季孫は開封祥符（河南省）の人であるが、この時には左蔵庫副使・両浙兵馬都監として杭州に在っ 。北方の出身で南方の官を経て る点が、東
の出で後に呉に仕えた太史慈に通ずる。見事な
を生やしていたことも両者に共通する（本注解所収の作品




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の聞書に「東斎ハ、在潁州也 （潁州ニ在ル也） 。言 （フココロ） ハ、坡、今潁州ノ東斎ニ在リテ、此ノ雪 （ノ） 詩ヲ作
























































































































































































































るような大きなスケールの詩をあなた まだお作りにならないできましたが、朝にな てあなたからお示しいただいた詩は、天の川が天際に流れるよう 雄大で勢
いがあり、わたくしの拙い詩などはせいぜい絞り染めの
しみ
0
0のようなものです。
　
欧陽、趙、陳の諸氏が私を訪ねようと家の外でお待ちですから、急いで庭の雪を掃いて木
おが
くず
を撒かせて道を
ととのえましょう。私とあなた つき合いは、雪 耐える
柏
このてがしわ
同然に堅固なものですが、会ってはまた別れ
209
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二五
るのは、風に散りゆく花々がちらりと目をかすめるようなはかなさですね。　
まぶしい陽光で雪は融けて道は深くぬかるんでいます、帰ってどれほどの用事があるのかと尋ねてみればほ
ら、答え ほどの事は何も無いとか。このぬかるみが っかり乾いて道がよくなったら帰ってゆくのをゆるしてあげましょう、でも馬の蹄が鉄のように堅いからと言って無理をしてはいけませんよ。
（担当 　
原田直枝）
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